
[オリエントのための古代ギリシア史] 

 

ギリシア世界は地中海を中心として発展し、ポリスと呼ばれる都市国家が成立していた。 

 

〈３つの代表的なポリス〉 

アテネ…イオニア人のポリス 

スパルタ…ドーリア人のポリス 

テーベ…アイオリス人のポリス 

 

ヘレネス…ギリシア人の自称 

バルバロイ…異民族に対する蔑称 

 

〈ペルシア戦争再び〉 

前 500年…イオニア植民地の反乱 

→ペルシア戦争が始まる。vsアケメネス朝ペルシア：ダレイオス 1世 

⇒前 449年…ダレイオス 1世の死後、ギリシア勝利。 

 

→戦後、アテネを中心する、デロス同盟が成立。 

⇔スパルタとの対立を招き、スパルタはペロポネソス同盟を作ってアテネに対抗。 

→前 431年…ペロポネソス戦争 

⇒アテネの政治腐敗もあり、スパルタが勝利 

 

その後スパルタが派遣を握ったのち、テーベが勢力を伸ばす 

 

〈マケドニア王国〉：ギリシア人の一派 

フィリッポス２世 

前 338年…カイロネイアの戦い 

⇒アテネ・テーベの連合軍を破り、ギリシア全土を制圧 

→ほとんど全てのポリスをコリントス同盟の配下に収める 

 

アレクサンドロス大王 

前 334年～東方遠征(アジア方面への遠征) 

前 333年：イッソスの戦い(vsアケメネス朝) 

⇒ダレイオス３世を撃破 

前 330年：アケメネス朝ペルシアを滅ぼす。 

 



⇒大王の死後、ディアドコイ(後継者)争いから王国は３つに分裂する 

〈ヘレニズム世界〉 

ヘレニズム…マケドニア王国の領土が東へ広がったことで、ギリシアの文化がオリエント 

     の文化と融合。このギリシア的思想をヘレニズムという。 

 

アンティゴノス朝マケドニア…ギリシアを支配 

セレウコス朝シリア…メソポタミア、小アジア一帯を支配 

プトレマイオス朝エジプト…エジプトを支配 

 

前 30年…オクタウィアヌスがプトレマイオス朝を滅ぼしてヘレニズム時代は終結 

 

以後、ローマとオリエントの諸王朝の間に抗争が続く 

 

 


